
 

 

 

 

 

 

 本校の SSH事業や探究活動について、大学新聞社発刊の全国版教育誌『「大

学新聞２４０号』に掲載されました！ 

 今年度に入って、『「探究」への導き 2026』、『月刊高校教育６月号』に続い

ての全国紙への掲載となりました！ 

 『大学新聞』は、『「探究」への導き 2026』と同じ大学新聞社が発刊したも

のですが、『「探究」への導き 2026』で取材した内容が、「大村高校が行って

いる探究に関する取組は、全国的に見てもすごいことをしている！！」と出版

社の中でも話題になり、出版社の方から『大学新聞』でも掲載させてもらえな

いかと、依頼があって今回の掲載につながりました。 

 今後も「最先端の学びを日本の西端から創造」できるように、全職員、全生

徒で SSH事業を推進していきたいと思います。 

 

 

 

掲載された記事の内容は、次ページに載せております。 

            

 

 

 

※大学新聞社の記事につきましては、無断で転載することを固く禁じます。 



▲2026年度『就職活動スタート号』

お問い
合わせ

進路情報研究センター ライセンスアカデミー
〒169-0073 東京都新宿区百人町2-17-24 
TEL  03-5925-1656

進路のてびき 2026
就職・公務員編

就 職 活 動
スタート号

就職する前に知っておこう就職する前に知っておこう！！準 備 編

「就職活動」「就職活動」にに備えるために備えるために実 践 編

社会に奉仕する公務員への道社会に奉仕する公務員への道公務員編

最新情報
業界動向
一挙大公開 !!

優良&堅実企業

就職活動の気になるギモンを徹底解消!!

最新刊

お問い
合わせ

令和8年4月入学志望者用

学　び

学校選び

就　職

仕事・資格

入　試

学費・奨学金

基礎知識

学校
情報

行きたい学校を探し出そう!!
専門学校最新インフォメーション

●専門学校進学のA to Z

▲好評既刊（2026年度・東日本版）

巻頭
特集

News＆Topics
専門学校に新たな社会の期待

進路情報研究センター ライセンスアカデミー
〒169-0073 東京都新宿区百人町2-17-24 
TEL  03-5925-1656

専門学校専門学校
進路のてびき202626

▲最新刊（2026年度版）

お問い
合わせ

進路情報研究センター ライセンスアカデミー
〒169-0073 東京都新宿区百人町2-17-24 
TEL  03-5925-1656

山梨県在住の高校生のみ

なさんにとって、進路選択

時に役立つ情報を集めまし

た。進路決定までの流れは

もちろん、学校選択のポイ

ントなどを紹介しています。

自分の振り返りを行う時に

最適な「進路について考え

るワークシート」がついて

います。

特別
収録 マネープラン・ワークシート

巻頭
特集 山梨県の高校生の進路事情

がんばれ!
山梨県 高校生

2020266

行って、見て、聞いて、体感してよく分かる!!

●国・公・私立大学＆短期大学、専門学校 etc.
全国の有力学校の「オープンキャンパス日程」を一挙掲載！

 ❶ワークシート……  事前準備はもちろん、参加後の振り返りもこれ一つでOK！
 ❷カレンダー……行きたいイベントを書き込んで自分だけのカレンダーが作れる！
 ❸路　線　図……  初めて行く学校や場所・駅などでも迷わない！とっても便利!!

＊編集企画・本文内容は各地域版によって異なる場合があります
▲最新刊（東日本版）

●3大巻末ふろく！当日大活躍間違いなし！！

好評配布中

近畿・中国・四国・九州・沖縄版中部版北海道・東北版 東日本版 北陸版

で進路探し!夏夏ののイベントイベント

〒169-0073 東京都新宿区百人町2-17-24
TEL 03-5925-1656　　URL https://licenseacademy.jp/

進路情報研究センター

ライセンスアカデミーお問い合わせ

OPEN CAMPUS BOOK 2025

　
長
崎
県
立
大
村
高
等
学
校
（
長

崎
県
大
村
市
）
は
平
成
30
年
度
、

文
部
科
学
省
か
ら
「
ス
ー
パ
ー
サ

イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
事
業

（
S
S
H
）」
の
指
定
校
に
採
択

さ
れ
、
令
和
5
年
度
か
ら
は
第
Ⅱ

期
（
〜
令
和
9
年
度
）
に
突
入
し

た
。
第
Ⅱ
期
で
は
、「
高
度
な
科

学
的
思
考
力
と
豊
か
な
発
想
力
を

育
成
講
座
」
を
行
い
、
本
格
的
な

探
究
活
動
の
前
に
、
デ
ー
タ
の
集

め
方
や
読
み
方
等
を
学
ぶ
。
ま

た
、
実
際
の
記
事
や
調
査
結
果
等

に
対
し
て
〝
本
当
に
そ
う
な
の

か
〞
と
い
う
批
判
的
思
考
も
醸
成

す
る
。
進
級
後
の
探
究
活
動
に
お

け
る
ポ
ス
タ
ー
作
成
や
発
表
、
議

論
な
ど
に
好
影
響
が
あ
り
、
よ
り

良
い
探
究
活
動
に
つ
な
が
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
と
い
う
。

　
活
動
に
対
し
「
外
部
と
つ
な
が

り
た
い
」
と
い
う
前
向
き
な
生
徒

の
声
を
受
け
、「
大
村
高
校
探
究

活
動
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
を
構
想

中
だ
。
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
探

究
活
動
の
成
果
発
表
を
行
え
る
よ

う
に
行
政
と
連
携
す
る
ほ
か
、
地

元
の
銀
行
や
連
携
協
定
を
結
ぶ
大

学
に
同
校
の
探
究
活
動
に
関
す
る

専
門
窓
口
の
設
置
を
要
請
す
る
な

ど
、
生
徒
の
「
気
軽
に
探
究
活
動

の
質
問
が
で
き
る
」
環
境
づ
く
り

の
た
め
奔
走
す
る
。

　
探
究
S
S
H
企
画
部
主
任
の
川

久
保
晃
一
教
諭
は
「
や
ら
さ
れ
感

で
は
な
く
ワ
ク
ワ
ク
感
を
大
事
に

し
て
い
ま
す
。
主
体
的
な
活
動
で

得
た
学
び
は
今
後
に
活
き
る
は
ず

で
す
」
と
、
期
待
を
込
め
た
。

持
ち
、
新
た
な
解
の
創
発
に
向
け

て
行
動
す
る
人
間
」
を
目
指
す
人

材
像
に
掲
げ
て
い
る
。

　
同
校
は
、「
文
理
探
究
科
」「
普

通
科
」「
家
政
科
」
の
3
学
科
を

設
置
し
、「
ま
ず
、
体
験
し
て
み

る
！
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
全
学
科

一
丸
で
探
究
活
動
に
取
り
組
む
。

文
系
・
理
系
の
区
別
に
と
ら
わ
れ

な
い
学
科
の
垣
根
を
越
え
た
実
践

形
式
の
学
び
だ
。

文
部
科
学
省
が
指
定
す
る

S
S
H
事
業
と
は
、
先
進
的
な
科

学
技
術
、
理
科
・
数
学
教
育
を
通

し
て
、
生
徒
の
科
学
的
な
探
究
能

力
等
を
培
い
、
こ
れ
か
ら
の
社
会

を
リ
ー
ド
す
る
人
材
を
育
成
す
る

取
り
組
み
だ
。

　
生
徒
に
探
究
活
動
で
必
要
な
力

を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め
、
同
校

で
は
多
様
な
活
動
を
試
み
る
。
入

学
後
す
ぐ
に
行
わ
れ
る
「
大
高
探

究
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
」
で
は
、
新
聞

紙
で
何
度
か
条
件
を
変
え
て
タ
ワ

ー
を
作
り
、
最
終
的
な
高
さ
を
競

う
。
共
働
作
業
を
通
し
て
、
探
究

活
動
の
楽
し
さ
や
課
題
解
決
の
プ

ロ
セ
ス
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
切

さ
を
学
ぶ
こ
と
が
目
的
だ
。

1
年
次
の
1
学
期
に
は
、
地
域

の
大
学
と
連
携
し
「
情
報
分
析
力

●
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
多
様
な
学
び

　
白
樺
学
園
高
等
学
校
は
昭
和
33

年
、「
帯
広
商
業
高
等
学
校
」
と

し
て
開
校
後
、
何
度
か
の
改
称
や

学
科
改
編
等
を
経
て
現
在
の
形
に

落
ち
着
い
た
。
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー

ト
や
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
メ
ダ
リ
ス
ト
、
全
道
・
全

国
レ
ベ
ル
の
ア
ス
リ
ー
ト
を
数
多

く
輩
出
す
る
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
強

豪
校
の
一
つ
と
し
て
広
く
知
ら
れ

て
き
た
。

　
教
育
目
標
に
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な

視
座
に
立
ち
、
地
域
の
発
展
に
貢

献
で
き
る
生
徒
の
育
成
」「
常
に

探
究
の
心
を
持
ち
、
何
事
に
も
協

働
し
て
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

生
徒
の
育
成
」「
伝
統
を
受
け
継

ぐ
と
共
に
さ
ら
な
る
飛
躍
を
求

め
、
真
の
文
武
両
道
を
目
指
す
生

徒
の
育
成
」
を
掲
げ
、
生
徒
の
多

様
な
希
望
進
路
を
実
現
す
る
教
育

活
動
に
注
力
し
て
い
る
。

　
令
和
4
年
度
に
は
、
新
学
習
指

導
要
領
に
合
わ
せ
て
コ
ー
ス
の
新

設
・
改
編
を
行
い
、「
特
進
選
抜
」

「
特
進
ア
ス
リ
ー
ト
」「
総
合
」

「
ア
ス
リ
ー
ト
」
の
4
コ
ー
ス
体

制
と
な
っ
た
。

　
特
進
選
抜
コ
ー
ス
で
は
、
国
・

公
立
大
学
や
有
力
私
立
大
学
、
海

外
大
学
へ
の
現
役
合
格
を
目
指

し
、
特
進
ア
ス
リ
ー
ト
コ
ー
ス
で

は
、
指
定
の
部
活
動
に
所
属
し
な

が
ら
難
関
大
学
の
現
役
合
格
を
目

指
す
。
総
合
コ
ー
ス
は
、
1
年
次

で
基
礎
学
力
の
定
着
を
図
り
、
2

年
次
か
ら
は
「
進
学
コ
ー
ス
」「
公

務
員
コ
ー
ス
」「
ビ
ジ
ネ
ス
・
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
コ
ー
ス
」
に
分
か

れ
て
自
分
の
将
来
を
見
極
め
て
い

く
。「
ア
ス
リ
ー
ト
コ
ー
ス
」
で

は
、
全
国
レ
ベ
ル
で
活
躍
す
る
た

め
の
心
技
体
と
人
間
性
を
磨
き
、

地
域
か
ら
応
援
さ
れ
る
ア
ス
リ
ー

ト
を
目
指
す
。

●
学
習
習
慣
を
確
立

　
特
進
選
抜
コ
ー
ス
と
特
進
ア
ス

リ
ー
ト
コ
ー
ス
で
は
、
週
1
回
の

7
時
間
授
業
と
隔
月
の
土
曜
日
授

業
を
行
っ
た
り
、
進
学
指
導
に
特

化
し
た
教
員
を
配
置
し
た
り
す
る

ほ
か
、
少
人
数
教
育
に
よ
る
キ
メ

細
か
い
サ
ポ
ー
ト
が
行
わ
れ
て
い

る
。
量
だ
け
で
は
な
く
質
に
お
い

て
も
密
度
の
高
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
編
成
す
る
一
方
、
推
薦
入
試
で

入
学
し
た
た
め
に
、
勉
強
の
仕
方

が
よ
く
分
か
ら
な
い
と
訴
え
る
生

徒
や
、
学
習
習
慣
が
身
に
つ
い
て

い
な
い
と
い
う
生
徒
が
少
な
く
な

い
の
だ
と
い
う
。

　
そ
の
た
め
、
特
進
選
抜
コ
ー
ス

と
特
進
ア
ス
リ
ー
ト
コ
ー
ス
で

は
、
入
学
後
の
最
初
の
一
週
間
に

「
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
」
を
行
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
各
教
科
の
通
常

授
業
に
入
る
前
に
、
高
校
生
と
し

て
必
要
な
資
質
や
能
力
、
学
習
法

な
ど
を
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
こ

と
。「
な
ぜ
勉
強
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
の
か
」「
勉
強
の
楽
し
さ

を
理
解
し
、
大
学
で
学
ぶ
魅
力
を

知
る
」
と
い
う
こ
と
を
信
条
に
掲

げ
て
お
り
、
日
々
の
学
習
や
進
路

選
択
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ

に
つ
な
げ
る
狙
い
が
あ
る
。

　「
高
校
入
学
後
は
新
し
い
環
境

の
中
で
心
機
一
転
し
、
こ
れ
か
ら

頑
張
り
た
い
と
い
う
向
上
心
を
持

っ
た
生
徒
ば
か
り
で
す
。
そ
の
気

持
ち
に
応
え
る
た
め
に
も
、
ま
ず

は
学
習
習
慣
の
確
立
を
目
標
に
し

て
い
ま
す
」
と
、
進
路
指
導
部
の

春
木
雄
一
郎
教
諭
は
語
る
。

　
そ
の
た
め
に
活
用
し
て
い
る
の

が
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
サ
ー
ビ

ス
」
だ
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
生
徒

の
学
習
状
況
を
把
握
し
た
上
で
一

人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
た
ア
ド
バ
イ

●
全
道
ト
ッ
プ
の
偏
差
値
上
昇
幅

　
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
で
自
ら
学
ぶ

心
構
え
を
つ
く
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン

学
習
サ
ー
ビ
ス
や
自
習
室
の
開

放
、
参
考
書
ル
ー
ト
に
よ
っ
て
学

習
習
慣
を
確
立
し
て
い
く
。
そ
れ

は
、
次
第
に
基
礎
学
力
の
定
着
は

も
ち
ろ
ん
、
学
習
意
欲
や
自
己
肯

定
感
の
醸
成
に
も
つ
な
が
っ
て
い

る
よ
う
だ
。

　
こ
う
し
た
〝
学
び
の
好
循
環
〞

が
奏
功
し
た
の
だ
ろ
う
、
令
和
6

年
度
間
に
3
回
（
7
・
11
・
1
月
）

行
わ
れ
た
「
ベ
ネ
ッ
セ
総
合
学
力

テ
ス
ト
（
進
研
模
試
）」
で
は
、

特
進
ア
ス
リ
ー
ト
コ
ー
ス
1
年
次

の
平
均
偏
差
値
の
上
昇
幅
が
北
海

道
内
1
3
9
校
中
1
位
に
輝
い

た
。
国
語
、
数
学
、
英
語
の
3
教

科
の
総
合
点
を
偏
差
値
化
し
て
お

り
、
7
月
時
点
で
は
46
・
0
だ
っ

た
平
均
偏
差
値
が
53
・
1
ま
で
伸

び
、
年
間
上
昇
値
は
7
・
1
。
結

果
は
確
実
に
表
れ
始
め
て
い
る
。

高
校
高
校
のの

高
校
高
校
のの

白
樺
学
園
高
等
学
校

　

生
徒
の
多
様
な
希
望
進
路

に
応
じ
る
べ
く
さ
ま
ざ
ま
な

コ
ー
ス
を
設
置
し
て
い
る
白

樺
学
園
高
等
学
校（
北
海
道

河
西
郡
芽
室
町
）。
近
年
は
、

国
内
大
学
だ
け
で
は
な
く
、

海
外
大
学
合
格
者
も
輩
出
す

る
な
ど
進
学
実
績
を
大
き
く

伸
ば
し
て
い
る
。
特
進
コ
ー

ス
運
営
委
員
長
の
福
井
貴
弘

教
諭
と
進
路
指
導
部
の
春
木

雄
一
郎
教
諭
を
訪
ね
、
詳
し

い
お
話
を
う
か
が
っ
た
。

者
を
招
い
て
リ
ア
ル
な
体
験
談
を

直
接
聞
く
こ
と
が
で
き
る
イ
ベ
ン

ト
「
ワ
ー
ル
ド
ワ
ン
ダ
ー
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
も
実
施
。
生
徒
に
と
っ
て

貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。

　
注
目
す
べ
き
は
、
特
進
選
抜
コ

ー
ス
で
「
I
E
L
T
S
セ
ミ
ナ

ー
」
を
行
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ

う
。
I
E
L
T
S
の
指
導
研
修
を

修
了
し
た
専
門
の
ネ
イ
テ
ィ
ブ
講

師
に
よ
る
英
語
4
技
能
の
点
数
ア

ッ
プ
に
特
化
し
た
授
業
が
受
け
ら

れ
る
体
制
が
で
き
て
お
り
、
海
外

大
学
へ
の
進
学
や
留
学
に
興
味
・

関
心
を
寄
せ
た
生
徒
の
英
語
力
を

さ
ら
に
伸
ば
す
環
境
づ
く
り
に
も

余
念
が
な
い
。

　
こ
う
し
た
数
々
の
取
り
組
み
の

成
果
と
し
て
、
令
和
6
年
度
卒
業

生
か
ら
モ
ナ
シ
ュ
大
学
（
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
）
と
ヘ
ル
プ
大
学
（
マ

レ
ー
シ
ア
）
合
格
者
を
輩
出
。
同

校
初
の
海
外
大
学
合
格
と
い
う
大

き
な
快
挙
と
な
っ
た
。

　
特
進
コ
ー
ス
運
営
委
員
長
の
福

井
貴
弘
教
諭
は
「
今
年
度
か
ら
新

た
に
オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
を
始
め

ま
し
た
。
1
回
当
た
り
25
分
の
英

会
話
を
1
年
次
か
ら
海
外
研
修
ま

で
の
間
に
1
8
4
回
行
い
ま
す
。

効
果
的
な
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
」
と
、
期
待
を
に
じ
ま
せ
る
。

　
ま
た
、
福
井
教
諭
は
、
卒
業
後

の
進
路
の
選
択
肢
を
増
や
す
こ
と

が
自
分
た
ち
教
員
の
使
命
だ
と
考

え
て
い
る
と
語
り
、「
海
外
大
学

合
格
を
果
た
し
た
先
輩
卒
業
生
た

ち
は
、
後
輩
に
と
っ
て
勇
気
を
与

え
る
存
在
に
な
る
で
し
ょ
う
。
今

後
も
、
生
徒
の
挑
戦
を
後
押
し
す

る
環
境
を
整
え
て
い
き
ま
す
」

と
、
力
を
込
め
る
。

　
現
在
の
コ
ー
ス
体
制
に
な
っ
て

3
年
が
経
ち
、
今
春
に
1
期
生
が

卒
業
し
た
同
校
で
は
、
初
と
な
る

一
般
受
験
で
の
国
・
公
立
大
学
合

格
者
や
海
外
大
学
合
格
者
を
輩
出

す
る
な
ど
、
進
学
実
績
を
躍
進
さ

せ
て
き
た
。
今
後
も
、
生
徒
の
可

能
性
を
広
げ
る
進
路
指
導
に
よ
っ

て
〝
十
勝
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

学
校
〞
を
目
指
し
て
い
く
。

ス
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ

ら
に
、
勉
強
方
法
が
分
か
ら
な
い

と
い
う
生
徒
に
は
「
参
考
書
ル
ー

ト
」
と
呼
ば
れ
る
学
習
プ
ラ
ン
を

作
成
。
学
力
や
志
望
校
を
考
慮
し

た
上
で
教
科
書
・
副
教
材
に
加
え

て
、
市
販
の
参
考
書
を
い
つ
頃
か

ら
ど
の
よ
う
に
使
っ
て
勉
強
す
れ

ば
良
い
か
を
生
徒
別
に
ま
と
め
て

い
る
。

　
ま
た
、
自
習
室
を
午
後
8
時
半

ま
で
開
放
し
、
学
習
環
境
の
整
備

に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
特
進
ア

ス
リ
ー
ト
コ
ー
ス
・
2
年
次
で
陸

上
部
に
所
属
す
る
宗
田
璃
空
さ
ん

は
「
部
活
動
が
終
わ
っ
た
後
に
自

習
室
に
行
く
こ
と
で
、
勉
強
時
間

を
確
保
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
同
級
生
や
先
輩
が
頑
張
る
姿

に
刺
激
を
受
け
て
い
ま
す
」
と
、

話
す
。

築
き
上
げ
た
信
頼
関
係
も
、
進
路

指
導
に
お
け
る
相
乗
効
果
と
な
っ

て
い
る
に
違
い
な
い
。

●「
生
き
た
英
語
」を
学
べ
る
環
境

　
白
樺
学
園
高
校
は
、
英
語
教
育

の
実
践
に
も
注
力
し
て
い
る
。
特

進
選
抜
コ
ー
ス
・
特
進
ア
ス
リ
ー

ト
コ
ー
ス
で
は
、
海
外
研
修
と
し

て
1
年
次
に
1
泊
2
日
の
「
ニ
セ

コ
留
学
」
を
実
施
。「
北
海
道
に

い
な
が
ら
留
学
を
体
験
し
よ

う
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
ニ
セ
コ
に

滞
在
す
る
外
国
人
に
日
本
文
化
に

つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や

伝
統
料
理
を
作
っ
た
ほ
か
、
外
国

人
観
光
客
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
敢

行
。
2
年
次
は
、
4
泊
6
日
で
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
・
シ
ド
ニ
ー

に
赴
く
。
芸
術
鑑
賞
や
ア
ボ
リ
ジ

ニ
ー
ツ
ア
ー
、
西
シ
ド
ニ
ー
大
学

訪
問
な
ど
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
座

を
醸
成
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。

　
令
和
5
年
度
に
は
、
留
学
サ
ポ

ー
ト
を
行
う
株
式
会
社
留
学
情
報

館
（
本
社
東
京
・
新
宿
区
）
の

G
I
P
（G

lobalInnovation
P
rogram

）
に
よ
る
海
外
大
学

の
指
定
校
推
薦
制
度
を
導
入
。
シ

ド
ニ
ー
大
学
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
）
や
ブ
リ
ス
ト
ル
大
学
（
イ
ギ

リ
ス
）
を
は
じ
め
と
す
る
8
カ
国

98
校
の
指
定
校
が
あ
る
と
い
い
、

各
大
学
が
設
定
す
る
T
O
E
F
L

ま
た
は
I
E
L
T
S
に
よ
る
英
語

力
と
平
均
評
定
の
条
件
を
満
た
せ

ば
出
願
可
能
だ
。

　
海
外
大
学
進
学
者
や
留
学
経
験

個
人
面
談
を
し
な
が
ら
て
い
ね
い
に
生
徒

の
学
習
プ
ラ
ン
を
つ
く
り
上
げ
て
い
く

少
人
数
教
育
な
ら
で
は
の
キ

メ
細
か
い
サ
ポ
ー
ト
が
特
徴

特
進
ア
ス
リ
ー
ト
コ
ー
ス
で
は
部
活
動
に
所
属
す
る
と

共
に
大
学
受
験
に
向
け
た
授
業
が
展
開
さ
れ
て
い
る

　「
学
び
に

向
か
っ
て
自

走
す
る
生
徒

に
と
っ
て
最

高
の
伴
走
者

に
な
れ
る
よ

う
に
、
私
自

身
も
何
か
に

挑
戦
す
る
姿

を
見
せ
る
こ

と
を
意
識
し

て
い
ま
す
」

と
、
春
木
教

諭
。
生
徒
と

グ
ラ
フ
や
デ
ー
タ
を
駆
使
し

発
表
会
に
挑
む
生
徒

星野高等学校（埼玉県川越市）
は、女子部と共学部を構え、創立
者・星野りちの「良き人格の育成
を目指す教養教育」を理念に、「部
活動全入制」や「卒業論文制作」
を導入するなど、特色ある教育を
展開している。
令和 7年度からは、探究活動の
新たなプログラムである「星野探
究（ほしたん） ～知の海を航

わた

る～」
がスタートした。3年間を通じた
探究活動でありつつ、しかし同時
に各年次で設けるテーマのもと、
生徒の主体性を醸成し、行動力を
育んでいく。1年次は、「川越探究」
と題するフィールドワークに赴
く。観光地や地域の歴史、産業・
経済に関するデータから地域を分
析し、実践的かつ多角的に学びを

深めていく。年度末には、1年間
を通して行った川越探究の集大成
として ICT 端末を活用した成果
発表の場が設けられている。
2 年次の「学問探究」は特徴的

だ。全 10 大学と連携し、人文科
学や理学、工学、医療など約 30
種類の分野からゼミナールを編
成。大学教授の指導を受けて課題
研究を行う「高大連携」としての
活動だ。「ゼミ希望調査」で生徒
の興味・関心に合うゼミ配属とな
るように工夫を重ねる。実際に大
学を訪問し、希望者には大学施設
の見学や在学生との交流の時間を
確保するという。大学における学
びの疑似体験によって、生徒が意
欲を向上させることを目指す。
2 学期になるとゼミ活動が本格

化し、ゼミ内の小グループで「課
題研究」に取りかかる。3学期に
行われるゼミ代表選出のためのコ
ンペティションに向けて中間発表
会では、学生を含む大学関係者に
講評を求め、より洗練された内容
に仕上げていく。
このような探究活動を通して、
自身の適性を理解した上で能力を
伸ばし、希望する進路の実現に向
けて前向きに物事に取り組むよう
に促すという。
今後も、星野探究をはじめとす
る時代に合った新たな学びを提供
し、生徒が望む進路の実現をサポ
ートしていく。

I
C
T
端
末
を
用
い
な

が
ら
話
し
合
う

❖ 学校基本情報 ❖

　
本
書
は
、
著
者
の
三
宅
香
帆
氏
と
谷
頭

和
希
氏
が
、
中
高
生
向
け
に
古
典
の
お
も

し
ろ
さ
を
語
り
合
う
人
気
の
古
典
教
養
ポ

ッ
ド
キ
ャ
ス
ト
番
組
を
書
籍
化
し
た
対
話

形
式
の
一
冊
だ
。「
竹
取
物
語
」「
徒
然

草
」「
万
葉
集
」
な
ど
、
高
校
生
に
も
耳

慣
れ
た
古
典
を
多
く
取
り
上
げ
て
い
る
。

　
例
え
ば
、「
春
は
あ
け
ぼ
の
」
の
冒
頭

部
分
が
有
名
な
「
枕
草
子
」
は
、
実
は
清

少
納
言
が
宮
仕
え
し
た
7
年
間
を
約

3
0
0
の
章
段
で
書
い
た
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊

か
な
作
品
だ
と
二
人
は
喝
破
。
授
業
で
扱

う
箇
所
で
は
、
と
っ
か
か
り
に
く
い
印
象

を
抱
か
れ
が
ち
だ
が
、
ほ
か
の
章
で
は

「
大
事
な
話
の
途
中
に
大
き
な
く
し
ゃ
み

を
し
た
人
が
腹
立
た
し
い
」
と
い
う
笑
い

話
が
登
場
。
授
業
か
ら
の
着
想
と
の
ギ
ャ

ッ
プ
が
お
も
し
ろ
い
。

　
高
校
の
授
業
で
扱
う
数
々
の
古
典
作
品

を
取
り
上
げ
る
本
書
は
、
予
習
や
復
習
等

の
日
々
の
学
習
に
も
好
適
だ
ろ
う
。
本
書

を
通
し
て
、
授
業
と
違
う
側
面
を
知
る
こ

と
で
イ
メ
ー
ジ
が
一
変
し
、
授
業
が
よ
り

楽
し
く
感
じ
ら
れ
る
一
冊
に
仕
上
が
っ
て

い
る
。

　
現
代
に
通
ず
る
聖
書
の
時
代
の
「
残
念

な
人
」を
集
め
た
本
だ
。
こ
こ
で
い
う
〝
残

念
〞
と
は
、
聖
書
に
登
場
す
る
人
物
や
そ

の
中
で
広
く
「
偉
人
」
と
さ
れ
る
人
物

の
、
時
に
非
難
を
浴
び
る
よ
う
な
立
派
と

は
言
い
難
い
一
面
の
こ
と
。

　
例
え
ば
、「
自
分
に
と
っ
て
都
合
の
良

い
意
見
だ
け
を
聞
く
人
」
や
「
ダ
メ
だ
と

言
わ
れ
る
と
や
り
た
く
な
っ
て
失
敗
す
る

人
」な
ど
多
く
の
「
残
念
な
人
」を
紹
介
。

現
代
を
生
き
る
私
た
ち
の
身
近
に
も
「
残

念
な
人
」
は
存
在
し
、
自
分
も
そ
う
だ
と

感
じ
る
人
も
い
る
だ
ろ
う
。

　
著
者
は
、
神
の
「
悔
い
改
め
よ
」
と
い

う
言
葉
を
、
あ
り
の
ま
ま
の
残
念
な
自
分

の
受
け
入
れ
を
促
す
も
の
だ
と
解
釈
。
そ

し
て
、聖
書
を
「
人
間
の
残
念
さ
の
歴
史
」

と
す
る
一
方
、
残
念
な
一
面
を
持
つ
人
で

も
神
に
愛
さ
れ
て
き
た
証
拠
だ
と
し
た
。

本
書
を
通
し
て
、
人
は
残
念
だ
か
ら
こ
そ

愛
さ
れ
る
の
だ
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
。

「
偉
人
の
持
つ
残
念
さ
」
を
知
り
、
自
分

の
残
念
な
面
を
己
の
一
部
と
し
て
受
け
入

れ
、
自
身
の
生
き
方
を
見
つ
め
直
す
ヒ
ン

ト
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
な
い
。笠間書院

本体1,800円＋税
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本体1,800円＋税

所在地 〒082-0082 北海道河西郡芽室町
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交　通 JR根室本線「西帯広」駅より自動車で10分
学校長 嶋野 幸也
生徒数 423人

現場現場現場現場をを訪ねて訪ねて

第128回実
践
重
視
の
探
究
活
動

文
理
融
合
型
の
学
び

長
崎
県
立
大
村
高
等
学
校

主
体
的
に
学
ぶ
マ
イ
ン
ド
を
育
む

国
際
社
会
で
活
躍
す
る
人
材
育
成

○○ ○○ 古
典
作
品
の
お
も
し
ろ
さ

残
念
な
一
面
で
愛
さ
れ
る

新たな高大連携の探究活動が始動
星野高等学校

『実はおもしろい古典のはなし』
「古典の授業？寝てたよ！」というあなたに読んでほしい

 三宅 香帆、
谷頭 和希

『聖書のなかの残念な人たち』 MARO（上馬キリスト
教会ツイッター部）
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